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2024年6月２０日 

報道関係各社 御中      

【本件ポイント】 

◎桃山学院大学では、2024年8月5日(月)～8日(木)に京都で地域社会とインバウンド観光客の共生を 

テーマにした「グローバルインターンシップ（京都）」を実施します。 

◎本プログラムには日本人学生(4名)と外国人留学生(4名（国籍：インドネシア 1名、オーストリア 1名、大韓民国

1名、中華人民共和国 1名）)が参加します。 

◎インバウンド観光客へのインタビュー、地域の歴史や文化、地域資源等の現地調査を行い、最終日には、地域資源

を活用した新たなインバウンド観光プログラムの企画・発表を行います。 

◎異なる文化背景を持つ学生同士の交流・協働を通じて、国際的な視野を広げるとともに、学生同士が異なる 

文化や価値観を共有し、多文化共生の重要性を学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都のインバウンド観光と地域社会 

『日本人学生×外国人留学生×企業』が 

地域共生を考える 

桃山学院大学 グローバルインターンシップ（京都）を実施 

事前学習の様子 インターンシップの様子（イメージ） 

FUJITAYA BnB 株式会社Feel Japan うね乃株式会社 
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【詳細】 

桃山学院大学（大阪府和泉市、学長：中野瑞彦 2024年5月 1日時点：学生数7,027人）では、2024年8月5日

（月）～８日（木）の 4 日間、京都市内にある企業と連携し、地域社会とインバウンド観光客との共生をテーマにしたグロー

バルインターンシップを実施いたします。本プログラムには本学日本人学生4名および外国人留学生4名（国籍：インドネ

シア1名、オーストリア1名、大韓民国1名、中華人民共和国1名）が参加します。 

 

 

 

 

 

 

 

日本国内において、コロナ禍以降、急激な円安の影響もありインバウンド観光客が増加しており、2024 年 4 月のイン

バウンド観光客数は300万人を超え、コロナ以前2019年同月より4.0％増となっています（日本政府観光局(JNTO)

参照）。 

また、インバウンド観光客の消費額は2024年4月17日時点で約1兆7,500億円に登り、2023年同時期と比較

し約73％増、コロナ前2019年同時期と比較しても約52％増となっており、観光産業は国内経済において大きな役割

を果たしていると考えられます（国土交通省観光庁「訪日外国人消費動向調査」参考）。 

こうした状況から、インバウンド観光客の受け入れは地域社会の経済的発展には欠かせず、地域とインバウンド観光客

の共生の方法が注目されています。 

 

本インターンシッププログラムでは、参加学生が京都市内のゲストハウスで、受付業務や観光案内、客室清掃やベッドメ

イクなどの就業体験に取り組みます。さらに、京都市内、周辺地域においてインバウンド観光客へのインタビューや現地調

査等のフィールドワークを通じて、観光業が地域社会に与える影響や、地域資源の活用について理解を深めます。また、地

域の歴史や文化、地域資源などを調査し、それらをインバウンド観光客に対してどのように伝えるかを考察します。 

プログラム最終日には、就労体験やフィールドワークでの学びを活かし、地域資源を活用した新たなインバウンド観光

プログラムの企画・発表を行います。 

 

本プログラムでは、異なる文化背景を持つ学生同士の交流・協働を通じて、国際的な視野を広げるとともに、学生同士

が異なる文化や価値観を共有し、多文化共生の重要性を学びます。 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

※別紙にてグローバルインターンシップ（京都）のスケジュールを記載しております。 

※取材をご希望の場合は、以下の連絡先までご一報ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

【本件広報に関する問合せ】 〒594-1198 大阪府和泉市まなび野1-1 桃山学院大学 入試・広報課 (𦚰・大川) 

TEL 0725－54－3245 FAX 0725－54－3204 ／E-mail koho09@andrew.ac.jp 

【本プログラムの紹介】 

 インバウンド観光客が多く訪れる京都において、日本人学生と外国人留学生がともに就業体験に取り組み、京都市内

および周辺地域でのフィールドワークを通じて、インバウンド観光客と地域社会の関わりについて理解することを目

的としたプログラム。 

mailto:koho09@andrew.ac.jp
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【別紙】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■桃山学院大学の紹介 

桃山学院大学は、1884年に英国国教会の流れを汲む英学校をルーツとして、1959年に開学し、2024年には学院

創立140周年、大学開学65周年を迎える大学です。 

国際体験プログラムや地域連携、ボランティア等課外活動プログラムも充実しています。26の国と地域、64の大学

との協定を前提とした、どの学部の学生でも参加できる86のプログラムを海外・国内で展開しています。 

 

大学所在地：大阪府和泉市、大阪府大阪市 

学長   ：中野 瑞彦 

創設   ：1959年 

生徒数  ：約7,000名(202４年5月) 

 

【桃山学院大学Webサイト】 

https://www.andrew.ac.jp/ 

 

 

【グローバルインターンシップ（京都）：スケジュール】 

実施日時：2024年8月5日（月）～8日（木） 4日間 

 

プログラムスケジュール：8月5日(月) オリエンテーション、グループワーク 

8月6日(火) 企業訪問(うね乃株式会社)、就業体験、近隣のフィールドワーク、交流会 

                 8月7日(水) 就業体験、近隣のフィールドワーク、グループワーク(最終発表準備) 

                 8月8日(木) 就業体験、最終提案発表 

 

事前学習スケジュール：  6月12日(水)16：４０～１８：１０ オリエンテーション、概要説明、自己紹介、京都について 

                 6月26日(水)16：４０～１８：１０ 京都の観光資源、観光対策、観光と地域経済の説明 

                 7月10日(水)16：４０～１８：１０ インターン業務、フィールドワーク、リサーチの説明 

                 7月12日(金)16：４０～１８：１０ ビジネスマナー講座 

                 7月31日(水)11：0０～１2：3０ 実施前オリエンテーション 

 

事後学習スケジュール： 8月9日(金) 振り返り、報告書作成、報告会準備(予定) 

                10月下旬 学内報告会（他体験型プログラムとの合同報告会） 

 

参加学生数        ： 8名(日本人学生4名、外国人留学生4名（国籍：インドネシア1名、オーストリア 

1名、大韓民国1名、中華人民共和国1名）) 

 

連携企業            ： FUJITAYA BnB(株式会社Feel Japan)、 うね乃株式会社 

 

実施場所            ： 京都市内 

 

※インターンシッププログラムはFUJITAYA BnBにて実施いたします。 

  場所：FUJITAYA BnB 

  住所：京都府京都市下京区西七条北西野町37-1 

 

※事前・事後学習は桃山学院大学和泉キャンパス聖ヨハネ館にて実施いたします。 

  場所：桃山学院大学和泉キャンパス 

  住所：大阪府和泉市まなび野1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事前・事後学習は桃山学院大学和泉キャンパス聖ヨハネ館にて実施いたします。 

  場所：桃山学院大学和泉キャンパス 

  住所：大阪府和泉市まなび野1-1 

 


